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い
よ
い
よ
２
０
２
０
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、医
療・介
護
分
野
を
含
め
た
国
の
社
会

保
障
制
度
改
革
の
議
論
は
、「
団
塊
の
世
代
」が
後
期

高
齢
者
と
な
る「
２
０
２
５
年
問
題
」が
中
心
で
し
た
。

そ
し
て
時
代
が『
令
和
』に
変
わ
り
、２
０
２
５
年
が
現

実
に
見
え
て
き
た
現
在
、議
論
は「
団
塊
ジ
ュニ
ア
」が

65
歳
と
な
り
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０

年
を
見
据
え
た
も
の
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん

は「
２
０
４
０
年
の
日
本
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
」想
像
が
つ
き
ま
す
か
？　

人
口
局
面
で
は
、こ
れ

か
ら
の
20
年
は
、後
期
高
齢
者
人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
り
、「
現
役
世
代（
生
産
人
口
）」が
急
減
す
る
こ
と

が
明
ら
か
で
す
。医
療・介
護
分
野
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
置
か
れ
る
の
か
は
、国
が
示
す
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中

で
、実
現
可
能
性
の
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
計
画
を
参

考
に
す
る
こ
と
で
、あ
る
程
度
は
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。国
は「
誰
も
が
よ
り
長
く
元
気
に
活
躍
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
」と
し
て
、図
に
示
し
て
い
る
よ

う
に
、現
役
世
代
に
は
、①
多
様
な
就
労・社
会
参
加

の
環
境
整
備
、②
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
、高
齢
者
に
は
③
健
康
寿
命
の
延

伸
、以
上
三
つ
の
政
策
課
題
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
で
も
①
に
お
い
て
は
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
や
ワ
ー
ク
シ
ェア
リ
ン
グ
な
ど
年
齢
で
は
な
く
能
力
に

応
じ
た
働
き
方
を
積
極
的
に
進
め
、現
在
50
歳
～
55

歳
の
職
員
の
皆
さ
ん
で
も
20
年
後
も
仕
事
を
継
続
で

き
る
よ
う
な
職
場
環
境
を
整
え
て
行
き
ま
す
。②
に
お

い
て
は
、現
在
全
国
に
先
駆
け
て
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、医
療・介
護
現
場
の
生

産
性
の
向
上
に
努
め
て
行
き
ま
す
。③
に
お
い
て
は
、行

政
と
協
力
し
生
活
習
慣
病
は
じ
め
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
予
防
を
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
２
０
４
０
年
を
見
据
え
て
の
課
題
を
、

２
０
２
０
年
の
グ
ル
ー
プ
方
針
に
も
取
り
入
れ
、こ
れ

か
ら
の
未
来
を
皆
さ
ん
と
共
に
創
造
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Aging in place 

『「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
最
後
ま
で
」の
実
現

を
め
ざ
し
、急
性
期
医
療
か
ら
在
宅
ま
で
、保
健・医
療・介

護
の
各
分
野
が
、一体
的
に
提
供
で
き
る
総
合
ヘル
ス
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
進
め
ま
す
』

◎
予
防
分
野

『
い
つ
ま
で
も
元
気
で
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
を
築

く
た
め
、生
活
習
慣
病
の
予
防・改
善
、さ
ら
に
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
』

 １．
人
間
ド
ッ
ク
、専
門
ド
ッ
ク（
脳
・
肺
・
乳
腺

ド
ッ
ク
）、２
次
検
診
へ
積
極
的
に
取
り
組
み
、

受
診
者
の
１
割
ア
ッ
プ
を
図
る

 2.
行
政
と
協
力
し
て
特
定
健
診・特
定
保
健
指
導
の

受
診
率
１
割
ア
ッ
プ
に
努
め
る

 3.
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の
予
防

教
室
や
市
民
公
開
講
座
を
恒
例
化（
毎
月
）す
る

 4.
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
フ
レ
イ
ル
な
ど
、介

護
分
野
と
の
連
携
を
推
進
し
、疾
病
予
防・介
護

予
防
等
を
中
心
に
、総
合
的
な
対
策
を
行
う

◎
医
療
分
野

『
急
性
期
機
能
を
充
実
し
、効
率
的
で
、質
の
高
い

医
療
の
提
供
を
目
指
す
と
共
に
、退
院
後
も
ケ
ア
の

継
続
が
図
れ
る
よ
う
に
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
在
宅
医
療
を
全
面
的
に
バッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。』 

 1.
地
域
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

①
急
性
期
機
能
の
充
実

○
新
規
入
院
患
者
３
３
０
０
名
以
上
の
受
入

れ
体
制
強
化

・
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化

・
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
強
化（
紹
介
入
院
患
者
増
）

・
平
均
在
院
日
数
短
縮
化
に
向
け
入
退
院
支

援・調
整
を
さ
ら
に
強
化
す
る

・
Ｄ
Ｃ
Ｕ（Dem

entia Care Unit

）を
充
実

し
、成
果
を
示
す

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
導
入
し
、業
務
改
革
を
図
る

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
医
療
面
で
バッ
ク
ア
ッ
プ

・
在
宅
患
者
の
看
取
り
体
制
構
築
を
本
格
化

（
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、Ａ
Ｃ
Ｐ
：
人
生

会
議
を
啓
発
推
進
）

・
在
宅
医
療
支
援
体
制
Ｍ
Ｂ
Ｃ(M

edical 
Base Cam

p)

を
進
化
さ
せ
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
を
本
格
化

・
医
療
と
介
護
情
報
の一元
化・共
有
化
す
る

・
他
業
種（O

PT
iM

・KN
O

W
LED

GE 
HANDS

等
）と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
本
格
化

　

③
医
療
の
質
向
上
を
目
指
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
Ｔ
Ｑ
Ｍ(Total Quality M

anagement

）推
進

 2.
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

　

①「
働
き
方
改
革
」を
本
格
化

タ
ス
ク
シ
フ
ト・タ
ス
ク
シ
ェア
な
ど
業
務
の
効
率

化
推
進
、時
間
外
勤
務
の
短
縮
、年
次
有
給
休

暇
取
得
を
進
め
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
更
な
る
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
看
護
師
特
定
行
為「
在
宅・慢
性
期
領
域
」の

指
定
を
受
け
る

　

③
グ
ロ
ー
バル
ナ
ー
ス
の
教
育・育
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 3.
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
医
療
安
全
、院
内

感
染
防
止
）の
更
な
る
向
上

 4.
海
外
研
修
の
充
実

・Pali M
om

i M
edical Center

（
ハ
ワ
イ
）

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
介
護
分
野

『
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
在
宅
で
の
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
共
に
高
齢
者
の
自
律
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
』

 1.
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現

①
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
在
宅
復
帰・在

宅
療
養
支
援
機
能
の
充
実

◎
回
転
率
10
％
以
上
、在
宅
復
帰
率
50
％
以
上
、

稼
働
率
95
％
を
維
持
す
る

・
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
効
率
的
運
営

・
後
期
高
齢
者
の
自
律
を
図
り
、リ
ハ
ビ
リ
機

能
の
充
実
を
進
め
る

　

②
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
は
医
療
と一体
化
を
推
進　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
在
宅
医
療
支
援
体
制
Ｍ
Ｂ
Ｃ(M

edical 
Base Cam

p)

と一体
化
を
図
る

・
在
宅
患
者
の
看
取
り
体
制
構
築
を
本
格
化

（
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、Ａ
Ｃ
Ｐ
：
人
生

会
議
を
啓
発
推
進
）　　
　
　
　

　

③
各
事
業
を
機
能
的
に
連
携
す
る

・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
稼
働
率
75
％
を
め
ざ
す

・
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス・小
規
模
多
機
能・居

宅
系
施
設・老
人
保
健
施
設
の
統
括
的
連
携　

　

④
人
材
採
用・育
成
の
た
め
の
専
属
部
門
開
設

・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向
け
て
、「
認

知
症
ケ
ア
」の
教
育
研
修
の
強
化

・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
向
上・笑
顔
と
挨

拶
の
徹
底

・
外
国
人
介
護
ス
タ
ッフ
の
教
育・育
成
の
充
実

 2.
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

　

①「
働
き
方
改
革
」を
推
進
本
格
化
。

・
業
務
の
効
率
化
推
進
、時
間
外
勤
務
の
短
縮
、

年
次
有
給
休
暇
取
得
を
進
め
る

・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス（
多
様
な
勤
務
形

態
）の
更
な
る
推
進　

　

②
子
育
て
支
援・介
護
支
援
の
充
実　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

③
ね
む
り
ス
キ
ャ
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
本
格
導
入
し

業
務
の
効
率
化
を
図
る　
　

      　
　

 3.
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
転
倒
転
落
防
止
、

院
内
感
染
防
止
）の
更
な
る
向
上　
　
　
　

 4.「
ゆ
う
あ
い
社
会
福
祉
事
業
団
」の
事
業
見
直
し

発行者　祐愛会織田病院企画室
責任者　織田 正道

〈院内報〉

社会医療法人

ODA REGIONAL MEDICAL CENTER祐愛会織田病院

未
来
を
創
造
す
る

　
　
　
│ 

２
０
２
０
年
グ
ル
ー
プ
方
針 

│

社
会
医
療
法
人 

祐
愛
会   

理
事
長

　織
田 

正
道
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昨
年
３
月
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
研

究
会
か
ら
「
２
０
４
０
年
：
多
元
的

社
会
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
～
「
参
加
」
と
「
協
働
」
で
作

る
包
摂
的
な
社
会
～
」
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
報
告
書
で
は
２
０
４
０
年

を
多
元
的
な
社
会
と
し
、
こ
れ
か
ら

の
20
年
間
に
私
た
ち
の
社
会
が
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
取
り
組
み
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
目

標
年
は
団
塊
の
世
代
全
員
が
75
歳
を

超
え
る
２
０
２
５
年
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
２
５
年
ま
で
あ

と
５
年
と
な
り
、
そ
の
先
ま
で
見
据

え
る
必
要
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
次
の
目
標
年
を
85
歳
以
上
の

高
齢
者
が
１
０
０
０
万
人
を
超
え
る

２
０
４
０
年
（
85
歳
以
上
人
口
は

２
０
３
５
年
頃
に
１
０
０
０
万
人
を

超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
）
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
２
０
４
０
年
の

多
元
的
な
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
社

会
な
の
か
、
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、

「
平
均
的
な
高
齢
者
像
で
は
語
れ
な

い
多
様
性
と
格
差
の
時
代
」「
年
齢

の
持
つ
意
味
も
一
元
的
で
は
な
い
」

「
家
族
介
護
を
期
待
し
な
い
・
期
待

で
き
な
い
」「
住
ま
い
と
地
域
の
多

様
化
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
元
化
す
る
社
会
で
誰

も
社
会
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く

多
様
な
人
々
を
包
み
込
ん
で
い
く
社

会
の
こ
と
を
「
包
摂
的
な
社
会
」
と

呼
び
、
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
「
参
加
」
と

「
協
働
」
が
必
要
に
な
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
高
齢

者
ケ
ア
の
中
心
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
」「
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
」「
看
護
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

は
「
柔
軟
な
対
応
が
で
き
、
多
様
な

心
身
状
態
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

群
」
と
評
価
さ
れ
、
報
告
書
で
は
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
「
包
括
報
酬
型

在
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
同

一
事
業
者
が
「
通
所
」（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
を
中
心
に
「
訪
問
」（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）・「
泊
ま
り
」（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
を
一
体
的
に
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
報
告
書
で
は
こ
の

サ
ー
ビ
ス
が
地
域
と
の
親
和
性
が
高

く
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
現
時
点
に
お
い
て
は
介

護
保
険
費
用
総
額
の
２
・
５
％
と
あ

ま
り
普
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
高
評

価
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
乖
離
が
問

題
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
２
０
４
０
年
の
社
会

を
イ
メ
ー
ジ
し
、「
こ
れ
ま
で
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
全
国
共
通
の
サ
ー
ビ

ス
と
仕
組
み
を
基
盤
と
し
て
き
た
が
、

今
後
は
い
か
に
し
て
個
人
・
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
ケ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
を

各
地
域
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
と
な
る
」、「
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
出
来
高
払
い
に

よ
る
単
品
サ
ー
ビ
ス
か
ら
包
括
報
酬

型
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
し
て
い
き
、

決
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
決
め
ら
れ

た
時
間
に
一
方
向
的
に
提
供
す
る
の

で
は
な
く
、
利
用
者
と
共
に
生
活
全

体
を
支
え
る
ケ
ア
に
転
換
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
提
言
し
て

い
ま
す
。

　

祐
愛
会
は
今
回
の
報
告
書
で
評
価

さ
れ
て
い
る
「
小
規
模
多
機
能
居
宅

介
護
」「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
」
に
既
に
対
応
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
と
な
る
べ
く
今
年
も
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
総
合
診
療
科
部
長
の
織

田
良
正
で
す
。
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
総
合
診
療
科
部
長
と
し
て
赴
任
し

て
早
く
も
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
赴

任
時
に
お
だ
ぴ
た
る
に
掲
載
し
た
総

合
診
療
科
で
の
３
つ
の
柱
「
臨
床
、

教
育
、
研
究
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
回
は
紙
面
を
お
借
り
し
て
「
教
育
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

以
前
か
ら
祐
愛
会
で
は
地
域
医
療

実
習
、
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
た
く

さ
ん
の
学
生
、
研
修
医
に
来
て
頂
い

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
も
４
月
～
12

月
に
佐
賀
大
学
医
学
部
６
年
生
16

名
、
医
学
部
１
年
生
２
名
が
実
習
を

行
い
、
そ
し
て
佐
賀
県
・
佐
賀
大
学

地
域
医
療
支
援
学
講
座
主
催
の
夏
期

実
習
で
自
治
医
科
大
学
・
佐
賀
大
学
・

長
崎
大
学
医
学
部
１
～
４
年
生
の
合

計
34
名
が
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
に
も
地
域
医
療
研
修

で
初
期
研
修
医
２
名
が
研
修
し
、
学

会
発
表
で
は
佐
賀
大
学
医
学
部
６
年

生
３
名
、
佐
賀
大
学
初
期
研
修
医
１

名
が
織
田
病
院
で
の
症
例
を
発
表
し

ま
し
た
。
今
年
も
地
域
医
療
実
習
で

佐
賀
大
学
医
学
部
５‒

６
年
生
19
名

が
選
択
し
て
く
れ
て
お
り
、
初
期
研

修
医
も
５
名
が
研
修
予
定
で
す
。

　

文
部
科
学
省
は
以
前
か
ら
診
療
参

加
型
実
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

「
診
療
参
加
」
を
ど
こ
ま
で
行
う
か
、

な
か
な
か
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
当
法

人
で
は
、
先
生
方
、
職
員
の
皆
さ
ま

の
協
力
も
あ
り
、
研
修
医
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
学
生
に
も
多
く
の
経
験

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
毎
年
、

当
法
人
を
選
択
し
て
く
れ
る
学
生
、

研
修
医
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
実

習
、
研
修
に
携
わ
る
皆
さ
ま
の
お
か

げ
と
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

実
習
、
研
修
に
関
わ
る
な
か
で
、

む
し
ろ
私
自
身
も
学
生
や
研
修
医
の

先
生
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
個

人
的
に
も
大
い
に
刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
地
域
医
療
を
担
う
学

生
、
研
修
医
の
先
生
方
の
教
育
（
と

い
う
と
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
）
を

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
引
き
続

き
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
４
０
年
の
多
元
的
な
社
会

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
施
設
長

　千
々
岩 

親
幸

「
総
合
診
療
科
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！
」

総
合
診
療
科
部
長

　織
田 

良
正
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２
０
１
９
年
８
月
10
日
㈯
、
鹿
島
市

エ
イ
ブ
ル
に
て
「
知
っ
て
欲
し
い
乳
が

ん
検
診
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
市
民

公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
乳
癌

に
関
心
の
高
い
女
性
を
中
心
に
た
く
さ

ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
に
は
ご
家
族
、
ご
夫
婦
で
の
参
加

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
当
院
の
乳
腺
外
科
部

長
、
中
村
淳
先
生
が
「
祐
愛
会
織
田
病

院
の
乳
癌
治
療
～
検
診
か
ら
手
術
、
再

健
ま
で
～
」
を
テ
ー
マ
に
当
院
で
の
乳

癌
治
療
や
早
期
発
見
へ
の
取
り
組
み
等

を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
乳
癌
は
他
の
癌

と
は
異
な
り
、
30
代
か
ら
増
え
は
じ
め

40
代
後
半
か
ら
50
代
前
半
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
こ
と
、
乳
が
ん
検
診
に
お
け
る

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
乳
腺
エ
コ
ー
そ
れ

ぞ
れ
の
有
用
性
や
注
意
点
、
乳
癌
の
手

術
・
薬
物
治
療
、
乳
房
再
建
ま
で
の
流

れ
や
、
乳
癌
発
症
の
リ
ス
ク
因
子
と
な

る
乳
癌
の
家
族
歴
や
喫
煙
・
ア
ル
コ
ー

ル
等
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
１
９
８
０
年
代
を
代
表
す

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
タ
レ
ン
ト
の
山
田
邦
子

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
「
大
丈
夫
だ
よ
、

が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
特

別
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

田
邦
子
さ
ん
は
２
０
０
７
年
に
両
側
乳

癌
が
見
つ
か
り
、
手
術
を
受
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
自
身
の
闘
病
体
験
を
交
え

な
が
ら
、
乳
が
ん
検
診
受
診
・
早
期
発

見
の
重
要
性
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
場
の
皆
さ
ん
、

特
に
同
じ
病
気
と
戦
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
に
元
気
を
届
け
よ
う
と
、
一
緒
に

四
季
の
歌
を
歌
い
、
時
に
は
も
の
ま
ね

や
ギ
ャ
グ
を
交
え
て
、
笑
い
の
絶
え
な

い
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
御
自
身
で
作
詞
さ
れ
た
「
し
あ
わ

せ
の
青
い
鳥
」
を
素
敵
な
歌
声
で
披
露

さ
れ
、
涙
を
流
し
て
聞
き
入
っ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
別
室
に
乳
房
触
診
モ
デ
ル
を
設

置
し
ま
し
た
。
当
院
の
保
健
師
の
指
導

で
、
ど
の
よ
う
に
自
己
触
診
を
行
え
ば

よ
い
の
か
、
し
こ
り
が
あ
っ
た
と
き
に

は
ど
の
よ
う
に
触
れ
る
の
か
、
多
く
の

方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

場
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
で

す
！
」
「
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
な
ど
の
お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

乳
癌
は
、
日
本
人
女
性
が
一
番
か
か

り
や
す
い
癌
で
あ
り
、
乳
癌
で
死
亡
す

る
女
性
の
割
合
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
癌
よ
り
若
い
年

代
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

乳
癌
は
自
分
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
高
い
確
率
で

救
命
で
き
る
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。
今

回
の
公
開
講
座
を
き
っ
か
け
に
、
多
く

の
方
々
の
乳
が
ん
検
診
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
知
っ
て
欲
し
い
乳
が
ん
検
診
の
大
切
さ
」

〜
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
誰
か
を
守
る
た
め
〜

検
査
科

　小
柳 

明
日
香

　

令
和
元
年
12
月
７‒

８
日
、
武
雄
温

泉
ハ
イ
ツ
に
て
宿
泊
研
修
を
行
な
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
織
田
病
院
か
ら
６
人
、

ゆ
う
あ
い
か
ら
７
人
、
計
13
人
の
主
任
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
主
任
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

７
人
の
法
人
幹
部
が
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と

な
っ
て
、
法
人
の
あ
る
べ
き
未
来
に
つ
い
て

一
緒
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
３
年
前
か
ら

継
続
し
て
い
る
こ
の
宿
泊
研
修
は
、
各
部

署
か
ら
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
中
堅
職
員
の

皆
さ
ん
に
、
私
た
ち
法
人
幹
部
の
「
思

い
」
を
伝
え
る
こ
と
、
祐
愛
会
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
に
各
部
署
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
全
て
の
こ
と
に
「
主

体
的
に
」
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て

も
ら
う
こ
と
、
病
院
内
の
他
部
署
の
こ

と
や
、
病
院
職
員
と
介
護
施
設
職
員
が

互
い
に
相
手
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
し
あ

う
こ
と
、
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
部
署
の

今
年
度
の
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
検
討
材
料
と
し
て

現
在
の
課
題
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
中

か
ら
ひ
と
つ
を
選
ん
で
来
年
度
の
Ｂ
Ｓ
Ｃ

に
反
映
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
各
部
署
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
「
自
分
事
」
と
し
て
課
題
に
取
り
組

ん
だ
結
果
を
、
半
年
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
で
発
表
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　

祐
愛
会
も
こ
の
20
年
で
大
き
な
組
織

と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
面
識
の
な
い
職
員

も
多
数
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「A
ging in place 

を
支
え
る
総
合
ヘ

ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
目
指
し
、
人
生

の
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
多
く
の
事
業
所
を
運
営
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
他
の
事
業

所
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
状
況

も
起
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
祐
愛
会
の一

番
の
強
み
は
、
職
員
の
仲
が
と
て
も
良

く
、
目
的
に
向
か
っ
て
皆
の
ベ
ク
ト
ル
が
一

致
し
や
す
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
長
い

時
間
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
組
織
文
化

で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
医
療
と
介
護
を一体
的
に
提

供
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
職
員
が
シ
ー

ム
レ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
仲
間
に
関
心
を
寄
せ
、
知
ろ
う
と

す
る
こ
と
が
、
理
解
し
あ
う
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、

様
々
な
部
署
の
同
じ
よ
う
な
立
場
の
方
々

に
同
じ
時
間
を
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

法
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
理
解
し
た
主
任
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
部
署
長
を
補

佐
し
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
って
活

躍
し
、
働

き
甲
斐
を

感
じ
な
が

ら
法
人
の

推
進
力
に

な
っ
て
く

れ
る
こ
と

を
期
待
し

て
い
ま
す
。

第
三
回

　祐
愛
会
未
来
創
造
会
議

　開
催

院
長

　伊
山 

明
宏
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令
和
元
年
10
月
21
日
看
護
師
特
定
行

為
研
修
２
期
生
５
名
は
、
無
事
修
了
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
が

そ
ろ
っ
て
修
了
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
伊
山
院
長
を
は
じ
め
担
当

の
先
生
方
や
、
市
丸
教
育
師
長
、
１
期

生
の
方
々
の
た
く
さ
ん
の
ご
指
導
や
温

か
い
励
ま
し
の
お
か
げ
だ
と
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
10
月
の
開
校
式
の
後
、
各

人
、
期
待
を
も
っ
て
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
11
月
～
４
月
は
、
共
通
科
目
と

し
て
、
医
療
安
全
学
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
、
臨
床
病
態
生
理
学
、
臨

床
推
論
な
ど
を
、
演
習
や
実
習
を
通
し

て
学
び
ま
し
た
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
習
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
身

体
診
察
方
法
が
適
切
で
は
な
か
っ
た
こ

と
、
正
し
い
診
察
方
法
を
学
ば
な
け
れ

ば
正
し
い
観
察
や
診
断
へ
と
繋
が
ら
な

い
こ
と
を
痛
感
し
、
適
切
に
身
体
所
見

を
と
る
訓
練
を
繰
り
返
し
行
い
、
技
術

の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。
ま
た
、
患
者

の
訴
え
か
ら
様
々
な
鑑
別
診
断
を
、
臨

床
推
論
の
技
法
を
用
い
て
考
え
る
方
法

を
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
問
題
が
解

決
す
る
ま
で
調
べ
た
り
、
質
問
し
合
っ

た
り
し
て
、
夜
遅
く
ま
で
活
発
な
意
見

交
換
を
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

５
月
か
ら
は
、
区
分
別
科
目
の
術
後

疼
痛
関
連
の
研
修
が
始
ま
り
、
手
術
室

実
習
を
始
め
、
多
職
種
協
働
実
践
や
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
、
臨
床

場
面
に
お
け
る
倫
理
問
題
な
ど
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

た
ち
で
、
硬
膜
外
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る

鎮
痛
剤
の
投
与
及
び
投
与
量
の
調
整

を
行
う
上
で
の
手
順
書
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。
区
分
別
科
目
修
了
試
験

（O
SCE

）
で
は
、
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
事
を
活
か

し
、
無
事
、
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

修
了
式
を
終
え
３
ヶ
月
が
経
ち
、
ま

ず
は
１
期
生
と
協
力
し
、
手
順
書
を
も

と
に
実
際
の
患
者
で
の
術
後
疼
痛
管
理

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
行
っ
た

際
は
、
主
治
医
へ
の
報
告
と
振
り
返
り

を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
と
術
後
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
伝
達

す
る
こ
と
や
、
状
態
が
気
に
な
る
患
者

の
元
へ
積
極
的
に
足
を
運
び
異
常
の
早

期
発
見
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

意
識
し
て
日
々
の
看
護
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
以
前
に
比
べ
、
「
状
態
が
気

に
な
る
患
者
さ
ん
が
い
る
の
で
、
一
緒

に
見
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
」
と
い

う
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
声
が
だ
ん
だ
ん
増

え
て
き
て
お
り
、
そ
の
場
で
一
緒
に
身

体
診
察
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
行
う
こ
と
で
実
地
教
育
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
看
護
の
視
点
を
忘
れ
ず
、

特
定
行
為
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
２
回
　
看
護
師
特
定
行
為
終
了
式

４
階
病
棟
　
川
下 

勝
利

　

デ
ク
ビ
タ
ス
委
員
会
で
は
令
和
元
年

10
月
３
日
、鹿
島
市
エ
イ
ブ
ル
に
て「
多

職
種
か
ら
学
ぶ
褥
瘡
サ
ポ
ー
ト
」
と
題

し
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

近
隣
施
設
の
医
療
・
介
護
従
事
者
及
び
、

一
般
市
民
の
方
々
約
３
０
０
名
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皮
膚
科
西
先
生
よ
り
「
褥
瘡
の
診
断

に
つ
い
て
」、
形
成
外
科
坂
田
先
生
よ

り「
褥
瘡
の
評
価
と
治
療
」、野
田
皮
膚
・

排
泄
認
定
看
護
師
よ
り
「
褥
瘡
予
防
の

た
め
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」、
本
村
理
学
療

法
士
よ
り
「
拘
縮
が
強
い
方
の
褥
瘡
予

防
」、
渕
よ
り
「
褥
瘡
と
栄
養
」
の
各
専

門
分
野
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
わ
か

り
や
す
く
日
々
の
活
動
に
活
か
し
た

い
」「
褥
瘡
に
対
す
る
知
識
が
深
ま
り

幅
が
広
が
っ
た
」「
一
人
一
人
に
あ
っ

た
ケ
ア
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」「
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
が
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど

の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

褥
瘡
の
あ
る
患
者
様
や
発
生
リ
ス
ク

の
あ
る
患
者
様
は
、
入
院
中
の
ケ
ア
を

退
院
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
施
設
に
転
院
す
る
患
者
様
だ
け

で
な
く
、
在
宅
ケ
ア
に
移
行
も
さ
れ
る

方
も
増
え
て
い
る
現
在
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
限
ら
ず
地
域
住
民
の
方
々
と
も
褥

瘡
に
関
す
る
知
識
を
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
、
発
生
を
抑
え
早
期
治
癒
に
繋
が

る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
褥
瘡
予
防
啓
発
活
動
を
継
続

し
、
地
域
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
公
開
講
座
「
多
職
種
か
ら
学
ぶ
褥
瘡
サ
ポ
ー
ト
」

管
理
栄
養
士

　渕

　

 

明
子
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　勤続40年を迎えられ、現在も現役で理事長秘書としてご活躍中の大先輩の緒方さんに、
入職当時のことや、長く仕事を続けられる秘訣などインタビューをしました。

質問１．織田病院に入職したのは何年ですか？
昭和56年7月です。

質問２．入職当時の織田病院はどんな感じだったでしょうか？
職員寮もあり、仕事はもちろん、休日はキャンプに行ったりしてチームワーク抜群でした！

質問３．当時はどんな仕事をされていましたか？
事務職でしたが、受付から看護、検査、給食の補助等、病院での業務全般をしていました。現在での総合職です。

質問４．織田病院のいいところは？
地域のニーズに対し医療・介護一体で前進しているところ。病院機能評価日本一を職員一丸となって取得したこと。

質問５．長く仕事を続けられる秘結は？ 
どんなに仕事がたいへんな時でも、福利厚生がきちんとしているから仕事のオンとオフがはっきりと区別でき、また
仕事頑張ろうという気持ちになれます。たまに息抜きすることが長く続けられる秘訣です。

質問６．後輩達に向けて何かメッセージをお願いします。
困難にぶつかった時、それをポジティブに捉えチャンスに変換できる気持ちが大事です。

クローズアップ 勤続40年
緒方房子さん

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
鹿
島
市
内

の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
い
、
近
隣
の
中
学
２
年
生

と
高
校
２
年
生
、
総
勢
44
名
の
応
募
を

頂
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
参
加
し

て
頂
い
た
中
学
生
、
高
校
生
の
希
望
に

沿
っ
て
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
事

務
な
ど
の
多
職
種
に
分
か
れ
て
当
院
ス

タ
ッ
フ
と
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用

し
、
病
院
の
雰
囲
気
や
仕
事
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

皆
様
非
常
に
熱
心
に
参
加
し
て
頂
き
、

そ
の
姿
勢
に
私
た
ち
も
初
心
を
思
い
出

し
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
体

験
後
は
、「
医
療
の
現
場
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。」、「
数
多
く
の

職
種
が
あ
り
、
勉
強
に
な
っ
た
。」
な

ど
前
向
き
な
感
想
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま

し
た
。
医
療
現
場
で
患
者
様
に
接
す
る

こ
と
で
、
体
験
前
に
は
希
望
す
る
職
種

が
な
か
っ
た
生
徒
か
ら
も
「
看
護
師
を

目
指
し
ま
す
。」、「
こ
の
病
院
で
働
い

て
み
た
い
。」
な
ど
嬉
し
い
意
見
も
頂

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん

だ
経
験
が
少
し
で
も
今
後
の
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
さ
ら
に
将
来
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
頂
い
た
生

徒
さ
ん
の
中
か
ら
、
医
療
・
介
護
の
道

を
選
択
し
、
同
じ
仲
間
と
し
て
地
域
医

療
・
介
護
に
貢
献
し
て
頂
く
方
が
出
ま

す
と
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
改
め
ま
し
て
参
加
し
て
頂
い
た
生

徒
さ
ん
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
協
力
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
て

経
営
企
画
室

　安
部 

伸
和

西部中学校２年生

太良・青陵中学校２年生

鹿島高等学校２年生
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①
も
う
20
歳
か
、早
か
っ
た
な
ぁ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。成
人
式
を
終
え
病
院
か
ら

記
念
品
を
頂
き
、周
り
か
ら
も
祝
福
さ
れ
成
人
に

な
っ
た
の
だ
と
い
う
ウ
キ
ウ
キ
の
感
情
が
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
気
が
し
て
い
ま
す
。成
人
と
な
り
最
初
の

難
関
と
し
て
２
月
に
准
看
護
師
資
格
試
験
が
あ
り

ま
す
。看
護
師
と
い
う
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
頑

張
って
行
き
た
い
と
感
じ
で
お
り
ま
す
。

②
お
酒
も
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、友
人
と
お
酒

を
持
ち
寄
って
キ
ャ
ン
プ
と
か
行
って
み
た
い
と
思
って

い
ま
す
。し
っ
か
り
大
人
と
し
て
楽
し
ん
で
行
き
た
い

で
す
。勉
強
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

③
２
月
に
准
看
護
師
資
格
試
験
が
あ
る
の
で
合
格

に
向
け
、勉
強
し
て
い
る
所
な
の
で
頑
張
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
や
釣
り
な
ど
何
で
も
好
き
で
す
、な
に
か
あ

り
ま
し
た
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。①

支
え
て
く
だ
さ
る
周
り
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

②
今
ま
で
行
っ
た
事
の
な
い
と
こ
ろ
へ
、た
く
さ
ん
旅

行
に
行
き
た
い
で
す
。

③
仕
事
や
勉
強
を
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
成
人
を
迎
え
て
も
今
ま
で
通

り
自
覚
を
持
っ
て
行
動
し
、他
の
人
に
迷
惑
を
か

け
ず
に
考
え
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
一
成
人
に
な
っ
た
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
み
た
い
で
す
。

③
一
介
護
士
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
利
用
者
に
寄

り
添
い
先
輩
方
か
ら
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
、い
つ
も
笑
顔
で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
う

の
で
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ケ
ア
コ
ー
ト
ゆ
う
あ
い

川
久
保 

翼（
１
階
療
養
棟
）

織
田
病
院

松
田
　
蓮（
３
階
病
棟
）

新
成
人
お
め
で
と
う

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は

②
成
人
に
な
って
や
って
み
た
い
こ
と
は

③
自
己
Ｐ
Ｒ織

田
病
院

平
川 
大
晴（
３
階
病
棟
）

　

織
田
病
院
３
階
病
棟
看
護
師
の
井
手

大
樹
で
す
。
今
回
わ
た
し
は
ハ
ワ
イ
研

修
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
こ
で
多

く
の
学
び
と
、
ハ
ワ
イ
の
楽
し
さ
や
厳

し
さ
を
体
感
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
学
び
に
つ
い
て
、
研
修
２
日

目
に
ア
メ
リ
カ
の
看
護
師
の
方
か
ら

N
urse Practitioner(N

P)

の
仕
事
内

容
や
役
割
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
Ｎ
Ｐ
は
１
９
６
５
年
に
ア
メ
リ
カ

で
始
ま
っ
た
制
度
で
、
現
在
約
25
万
人

の
Ｎ
Ｐ
が
自
律
的
に
活
動
し
、
今
日
の

ア
メ
リ
カ
の
医
療
を
支
え
る
上
で
な
く

て
は
な
ら
な
い

存
在
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
Ｎ

Ｐ
は
患
者
の
状

態
・
病
態
へ
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
中
心
に
行
っ

て
お
り
、
患
者

の
身
体
に
ど
ん

な
こ
と
が
起
き

て
い
て
い
る
の

か
を
常
に
考
え
な
が
ら
業
務
を
行
っ
て

お
り
、
日
本
で
も
ナ
ー
ス
プ

ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
診
療

看
護
師
）
が
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
役
割
の
違
い
に

大
い
に
驚
き
ま
し
た
。
午
後

は
姉
妹
病
院
で
あ
る
パ
リ
モ

ミ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
が

ん
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
が
、
そ
の
場
で
み
た

患
者
さ
ん
達
に
不
安
の
表
情

は
み
ら
れ
ず
、
み
な
さ
ん
穏

や
か
に
治
療
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
充
実
し
た
施
設
や
医

療
者
と
の
信
頼
関
係
が
出
来

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
救
急
外
来
（
Ｅ
Ｒ
）
の

見
学
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

は
と
て
も
残
念
で
し
た
。

　

次
に
遊
び
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。
理
事
長
・
洋
子
先
生
に
マ

ジ
ッ
ク
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
に
誘
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
初
め
て
見
た
生
の
マ
ジ
ッ

ク
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
、
ア
メ
リ

カ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
マ
ジ
ッ

ク
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
ン
ジ
ョ
ー
ク
は
今
年
の

Ｍ-

１
の
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
以
上
に

面
白
く
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
マ

ジ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
デ
ィ
ナ
ー

も
と
て
も
美
味
し
く
、
大
満
足
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
か

ら
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
に
登

頂
し
た
り
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
像
や
こ

の
木
な
ん
の
木
で
有
名
な
日
立
の

木
な
ど
を
見
学
し
た
り
、
様
々
な

観
光
名
所
を
巡
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
ア
ラ
モ
ア
ナ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
買

い
物
も
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
見

て
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地

の
人
と
の
会
話
で
は
思
っ
た
以
上
に
日

本
語
が
伝
わ
ら
ず
、
飲
食
店
で
の
食
事

で
は
カ
タ
コ
ト
の
英
語
で
な
ん
と
か
切

り
抜
け
ま
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
に
滞
在
中
に
宿
泊
し
て
い

た
ホ
テ
ル
か
ら
見
え
る
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
は
、
今
後
認
知
症
に
な
っ
て
Ｄ

Ｃ
Ｕ
に
入
院
し
た
と
し
て
も
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
と
思
う
ほ
ど
、
感
動
的
で
し

た
。
感
動
し
す
ぎ
て
一
番
多
く
写
真
を

撮
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
海
外
の

病
院
や
文
化
を
見
学
す
る
貴
重
な
機
会

を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
経
験
で

し
た
の
で
、
ま
だ
研
修
を
し
て
い
な
い

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
参

加
を
お
勧
め
し
ま
す
！

「
ハ
ワ
イ
研
修
で
の
学
び
と
遊
び
」

看
護
師

　井
手 

大
樹
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・日本内科学会第324回九州大会（1月12日　九州大学医学
部百年講堂）

　中山翔太、松藤則子、山下駿、山口りか、西山雅則、多
胡雅毅、山下秀一

 「Pasteurella multocidaによる敗血症性ショックに化膿性
脊椎炎を合併した一例」

・第15回日本消化管学会総会学術大会（2月2日　佐賀市ホ
テルグランではがくれ）

　松永圭司、岡本憲洋、坂田奈津子「当院での止血困難例
の検討」

　岡本憲洋、小山孝則、坂田奈津子、松永圭司「地域医療
機関での大腸がんイレウスに対する安全な腸管減圧に向
けての取り組み」

・第18回日本病院総合診療医学会総会（2月14～16日　沖
縄科学技術大学院大学OIST）

　織田良正、山下駿、徳島圭宜、香月尚子、相原秀俊、藤
原元嗣、多胡雅毅、山下秀一

 「祐愛会織田病院の熱中症予防の取り組み～高齢患者の
特徴を不快指数から検証する～」

　山下駿、松永圭司「明日はわが身。やっぱり怖い女性の
急性腹症」

　中島知太郎、山下駿、徳島綠、香月尚子、多胡雅毅、山
下秀一

 「感染性心内膜炎診療における総合診療科の役割」
　シンポジウム4：「総合病院の総合診療科　どうすれ

ば？」演者：井村洋、司会：山下駿、江本賢
・第48回日本慢性疼痛学会　(2月15・16日　じゅうろくプ

ラザ（岐阜市文化産業センター）
  中平圭｢高齢者の三叉神経痛に対して漢方薬の併用によ

りカルバマゼピンの減量に成功した症例｣
・第11回佐賀乳腺フォーラム　当番世話人（2月22日マリ

トピア）
　中村淳（座長）
・第16回 日本乳癌学会九州地方会（3月2～3日　沖縄コン

ベンションセンター）
　中村淳、田中太、大高和真、佐藤健、伊山明宏
 「肝転移を伴うStageⅣ乳癌に対し内分泌療法のみで長期

生存が得られている1例」
　田中太、中村淳、大高和真、佐藤健、織田良正、伊山明

宏
 「心タンポナーデ、食道狭窄をきたした再発乳癌の1例」
・第9回地域医療教育研究会（4月20日　佐賀大学医学部）
　吉岡瑞姫、織田良正、西 知世、中山翔太、山下 駿、西

山雅則
 「地域から未来の医療・介護を発信する」
・第12回日本臨床外科学会佐賀県支部学術集会（4月24日 

マリトピア）優秀演題賞受賞
　田中太、中村淳、大高和真、佐藤建、岡本憲洋、伊山明

宏「大動脈人工血管が消化管に迷入した一例」
・第116回日本内科学会総会・講演会（4月27日　ポート

メッセなごや）
　山下駿、徳島綠、香月尚子、多胡雅毅、山下秀一「当院

の感染性心内膜炎74症例の後方視的検討」
　多胡雅毅、香月尚子、織田良正、相原秀俊、山下秀一

 「寝たきり度・認知度を用いた転倒転落予測スコアの検証」
・WONCA Asia Pacific Regional Conference 2019（5月

15・16・17・18日、国立京都国際会館）
　Shun Yamashita, Tomoyo M Nishi, Naoko E Katsuki, 

Masaki Tago, Shu-ichi Yamashita
 「The relationship between parts of abdominal pain 

and causative organ. The prospective observational 
study.」

・第10回日本プライマリケア連合学会学術大会in京都（5
月17～19日　国立京都国際会館）

　シンポジウム4：「病院総合医養成の制度構築を考える
（委員会企画）」シンポジスト：山下駿ら

　未来研究リーダー人材育成プロジェクト報告会：山下
駿、多胡雅毅「腹痛部位と診断される疾患との関係」

　西知世、織田良正、松藤則子、多胡雅毅、山下秀一
 「汎下垂体機能低下症、末梢神経障害、低酸素血症を呈

した血管内リンパ腫の一例」
・第325回日本内科学会九州地方会（5月18日　長崎大学医

学部）
　小野航平、織田良正、平田理紗、徳島圭宜、藤原元嗣、

相原秀俊、多胡雅毅、山下秀一
 「臀筋跛行を呈した左上臀動脈閉塞症の1例」
・第43回佐賀総合診療ケースカンファレンス（5月22日　

ガーデンテラスホテル＆マリトピア）
　中山翔太「当院で経験した嚥下障害の一例」
　中山翔太「帯状疱疹痛の症例」
・ACP日本支部年次総会・講演会2019
（6月8日・9日　京都大学百周年時計台記念館・国際科学

イノベーション棟）
　Shota Nakayama, Masaki Tago, Shun Yamashita, 

Motoshi Fujiwara, Naoko Katsuki, Masanori Nishiyama, 
Shu-ichi Yamashita：「Disseminated Pasteurella 
multocida infection:an astonishing and unexpected 
cause of pyogenic spondylitis developed following septic 
shock」

・第32回日本疼痛漢方研究会学術集会（7月6日　ベルサー
ル汐留）

　中平圭｢当科での1年間の帯状疱疹痛に対する内服処方の
検討｣

・第17回日本乳癌学会（7月11～13日　京王プラザホテ
ル、新宿NSビル）

　中村淳、田中太、大高和真、佐藤建、伊山明宏「妊婦の
副乳に生じた肉芽腫性乳腺炎に対して出産後に外科的切
除を施行した1例」

・第21回日本医療マネジメント学会学術総会（7月19・20
日　名古屋国際会議場）

　山下駿、織田良正、多胡雅毅、織田正道「高齢者自宅の
室温の現状と室温管理の有効性」

・第110回九州・沖縄形成外科学会学術集会（7月20日）
　坂田憲亮「胸鎖関節に感染が及んだ開心術後縦隔洞炎2

例の治療経験」
・Samsca Heart Forum 2019 in Fukuoka（9月7日　ホテ

ルニューオータニ博多）  
　織田良正「プライマリーでの急性心不全診療連携」
・第19回日本病院総合診療医学会総会in佐賀（9月14・15

日　佐賀市文化会館）
　山下駿、相原秀俊、香月尚子、多胡雅毅、山下秀一「原

因不明の急性僧帽弁閉鎖不全症と播種性血管内凝固を呈

【学会（研究会）発表】

（医　師）
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岡4階国際会議場）
　織田正道「ポスト2025年に向けて各病院は如何にソフト

ランディングを図るのか」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義（3月4・5日）
　織田洋子「人体のしくみ働きー皮膚科」
・第18回北海道病院学会（3月6日　函館国際ホテル）
　織田正道「地域医療構想調整会議の現状と、これから」
・第33回鹿島市みんなの集い（3月10日　鹿島市民会館）
　織田良正「生き生き元気、健康に過ごす秘訣」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義（3月13･14日）
　織田洋子「科目；人体のしくみと働き（感覚器系・皮膚

科）疾病の成り立ち（感覚器系・皮膚科）」
・日経ヘルスケア医療マネジメントセミナー2019Winter

（3月17日　秋葉原コンベンションホール）
　織田正道「地域医療構想に病院はどう対応すべきか」
・日本大学医学部同窓会定時総会（4月14日　日本大学病

院　５階大会議室）
　織田正道「ICTを活用し｢治し支える医療」への転換を

本格化｣
・医療関連サービス振興会月例セミナー（4月17日　日比

谷コンベンションホール）
　織田正道「ICTを活用し｢治し支える医療」への転換を

本格化｣
・Otsuka Live on Nutrition Seminar（5月14日　大塚製薬

東京本社）
　織田正道「地域循環型医療における急性期病院の役割～

治し支える医療と栄養管理～」
・全日本病院協会　支部長・副支部長会（6月15日　ホテ

ルグランドパレス3Ｆ「白樺」）
　織田正道「地域医療構想について」
・津久見中央病院病診連携講演会（6月21日 大分県津久見

市）
　織田良正「治す医療から治し支える医療への転換」
・日本べーリンガーインゲルハイム株式会社 社内勉強会

（6月26日 東横イン佐賀会議室）
　山下駿「パラダイムシフトによる今後の日本の医療の変

化×多職種で支える未来」
・佐賀県立総合看護学院（6月27日）
　西山雅則「地域医療と高齢者保健指導」
・地域医療を考える会2019（6月28日　キャッスル真名井

（石川県）
　織田正道「地域医療構想と調整会議の現状とこれから」
・全日本病院協会長野県支部（6月29日　JA長野県ビル12

階Ｄ会議室）
　織田正道「地域医療構想の現状とこれから」
・全日病徳島県支部研修会（7月3日　徳島県医師会4階研

修室・ホール）
　織田正道「地域医療構想と地域包括ケアシステム」
・医療人キャリアデザイン（7月4日  佐賀大学部医学部講

義棟）
　織田良正「大学1年生の自分へ」
・第19回ゆうあい公開セミナー（7月5日　鹿島市生活生涯

学習センターエイブル）
　山下駿、織田良正「熱中症　～あなたの家は大丈夫!?～」
・第18回北海道病院学会シンポジウム（7月6日　ホテルロ

イトン札幌）
　織田正道「ICTを活用し｢治し支える医療」への転換を

本格化｣
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義
 （7月10・17・24・31日、8月28日、9月11日、10月28日）
　廣津辰美｢人体のしくみと疾病の成り立ち～脳神経系～｣
・2019年度「全日本病院協会総合医育成プログラム」医療

し、弁置換術により診断できた感染性心内膜炎の一例」
　久田祥雄、中村知太郎、西知世、織田良正、多胡雅毅、

山下秀一「生前の診断に難渋したハイデンハイン亜型プ
リオン病の一例」

　中山翔太、松永圭司「嚥下障害のみを呈したワレンベル
グ症候群の一例」

　中山翔太、朝長元輔、多胡雅毅、山下秀一「なぜあのと
き・・・。様々なマイ明日により急性心筋梗塞に気づか
ず不幸な転帰をたどった一例」

　水田一椰、織田良正、西知世、中山翔太、山下駿、西山
雅則「えっ、虫垂炎って右下腹部痛じゃなかったの？～
左下腹部痛で発症した急性虫垂炎の一例～」

・第42回佐賀救急医学会（9月21日　肥前精神医療セン
ター）

　松尾祐里、織田良正、大場健太、西 知世、中山翔太、
山下駿、西山雅則

 「閉塞性尿路感染症を契機に意識障害を来した1例」
・第61回全日本病院学会指定演題（9月28日　名古屋国際

会議場）
　織田良正「織田病院でのタスクシフト ＆ タスクシェア 

の実際」
・第61回全日病学会in愛知（9月28・29日　名古屋国際会

議場）
　織田良正、久野悠一郎「深層学習より判明したMBC

（Medical Base Camp）が在院日数、再入院に与える影響」
・第29回日本耳鼻科学会総会・学術講演会（10月10・11・

12日　山形ﾃﾙｻﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ山形）
　岡村誠司、西嶋利光、小宗静男、織田正道
 「短期間で両側の末梢性顔面神経麻痺（Bell麻痺）と突

発性難聴をきたした1例」
・第114回日本消化器病学会九州支部例会in宮崎（11月8・

9日　ｼｰｶﾞｲｱｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ）
　坂田奈津子、岡本憲洋、松永圭司「二次性大動脈腸管瘻

による人工血管の腸管内迷入の1例」
・第81回日本臨床外科学会総会in高知（11月14～16日　ザ

クラウンパレス新阪急高知ほか）
　中村淳、中村宏彰、大高和真、佐藤建、米満伸久、伊山

明宏「高齢者葉状腫瘍に浸潤性乳管癌を合併した1例」
　中村宏彰、中村淳、田中太、佐藤建、伊山明宏「レンバ

チニブ内服中に発症したS状結腸憩室穿孔とその後の難
治性瘻孔に対して腹腔鏡下に治療し得た１例」

　田中太、中村淳、佐藤建、伊山明宏「大動脈人工血管が
消化管に迷入した一例」

・第44回佐賀総合診療ケースカンファレンス（11月20日　
ガーデンテラスホテル＆マリトピア）

　中山翔太「帯状疱疹後神経痛について」
・第四回難聴・めまい懇話会（12月12日　ホテルニュー

オータニ天山の間）
　小宗静男「根治術耳における耳内トラブルへの対処方

法」
　中根知子、岡村誠司、西嶋利光、小宗静男、織田正道
 「当院ABR検査の現状報告」
　西嶋利光、岡村誠司、小宗静男、織田正道「鼓室形成術

後に発症したアスペルギルス症の１例」
　岡村誠司、西嶋利光、小宗静男、織田正道「耳硬化症術

後の高度感音難聴２症例」
　小宗静男、岡村誠司、西嶋利光、織田正道「術後のコル

メラ変位による聴力低下について」

・総合メディカル医業経営セミナー（3月3日　アクロス福
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｢治し支える医療｣への転換を本格化」
・COPD講演会（12月9日　ガーデンテラス佐賀ホテル＆

マリトピア）
　山下駿「総合診療科医師が見分けるCOPDの診断と治

療」

・一般財団法人　医療関連サービス振興会　振興会通信
June2019  vol.159

　織田正道「ＩＣＴを活用し「治し支える医療」への転換
を本格化」

・株式会社財界研究所　「季刊」監事 2019 4月号　№006
　織田正道　少子超高齢時代に地域医療を担う病院の役割

（１）
　―ＩＣＴを活用して「治し支える医療」への転換を本格

化―
・（週間）病院新聞　2019年（令和元年）5月16日
　織田正道　医療関連サービス振興会セミナーにて　在宅

医療・ケアの活動を紹介
・日経ＢＰ社　日経ヘルスケア　2019　5月号　№355
　織田正道　地域医療構想に病院はどう対応すべきか
・株式会社財界研究所　「季刊」監事　2019　7月号　№

007
　織田正道　少子超高齢時代に地域医療を担う病院の役割

（２）
　―ＩＣＴを活用して「治し支える医療」への転換を本格

化―
・医学書院　病院　6月号　Vol.78 No.6 　2019　June
　織田正道　「治し支える医療」を地域で叶える仕組みづ

くり
・（一社）佐賀県医師会　医界佐賀　令和元年7号　№

1149
　織田正道　医師の働き方改革への対応―各医療機関にお

ける緊急的な取組みー
・医学書院　病院　10月号　Vol.78 No.10  2019　October
　織田正道　　原崎真由美　地方の中小病院に求められる

看護職の育成
・特定非営利活動法人　北海道病院協会　HOKPITAL　

会報第64号　2019年12月号
　織田正道　第18回北海道病院学会　ダイジェストレポート
　ディスカッション　～地域医療を今後どう考えていくべ

きか
・Ak ih i k o  Ogu sh i ,Taka sh i  Sug i o k a ,Mas ano r i 

Nishiyama:Thoracolitiasis.Journal of General and 
Family Medicine 20(3),122-123,2019.

・ M a s a t o  T a g o , S h o t a  N a k a y a m a ,  S h u n 
Yamashita,Yoshimasa Oda,Masanori Nishiyama,Shu-
ichi Yamashita:Disseminated Pasteurella multocida 
infection:an unexpected cause of pyogenic spondylitis 
after septic shock.JHGM 50-52,2019.

・ M e g u m i  H a r a , Y u s u k e  y a k u s h i j i , K o h e i 
S u z u y a m a , M a s a s h i  N i s h i h a r a , M a k o t o 
E r i g u c h i , T o m o y u k i  N o g u c h i , M a s a n o r i 
N ish iyama ,Yusuke Nannr i , Jun Tanaka ,H ideo 
Hara:Synergistic effect   hypertension and smoking 
on the total small vessel disease score in healthy 
individuals :the Kashima scan study.Hypertens 
Res.2019;42:1738-1744.

・織田良正、徳島圭宣、峰松優希、牧尾征二郎、多胡雅
毅、山下秀一

 「超高齢者の壊死性筋膜炎に対して下肢切断術を行った1

運営コース
 （7月14日　全日本病院協会 大会議室）
　織田正道「病院医師を取り巻く状況①－地域医療構想と

医療計画－」
・鹿島市ファミリーサポーター講習会2019（7月14日　鹿

島市民交流プラザ）
　織田良正「こどもの便秘にご用心！」
・銚子地区地域連携の会（7月26日　千葉県銚子市）
　織田良正「治す医療から治し支える医療への転換」
・講演会（7月28日　佐賀市保健福祉会館）
　小宗静男「人工内耳で聞こえを取り戻そう」
・壱岐医師会 在宅医療研修会（7月30日　長崎県ホテルス

テラコート太安閣）
　織田正道「ICTを活用し｢治し支える医療」への転換を

本格化｣
・第451回嬉野漢方のつどい（8月1日　ハミルトン宇礼志野）
　中平圭「ペイン領域の漢方治療」
・地域戦略研究会（8月9日　清川（佐賀県鹿島市））
　織田正道「超高齢社会における全国モデルを鹿島か

ら！」
・ゆうあい市民公開講座（8月10日　鹿島市生活生涯学習

センターエイブル）
　中村淳「祐愛会織田病院の乳がん治療　～検診から手

術・再建まで～」
・三銃士勉強会（9月13日　佐賀大学医学部附属病院）
　山下駿ら「臨床予測ルール（Clinical Prediction Rule）

～そのルール、本当に適用して良いですか？～」
・第19回日本病院総合診療医学会学術総会（9月15日　佐

賀市文化会館）
　織田正道「ICTを活用し｢治し支える医療」への転換を

本格化｣
・鹿児島県地域医療構想研修会（9月19日　鹿児島県医師

会館4階大ホール）
　織田正道「地域医療構想の具体的対応方針」
・第61回全日本病院学会in愛知（9月28日　名古屋国際会

議場）
　織田正道「地域医療構想調整会議の現状と、これから」
・佐賀大学４年生講義（10月1日）
　西山雅則「地域包括ケアと医療」
・褥瘡地域勉強会（10月3日）
　西純平「褥瘡の診断」
・第59回全国国保地域医療学会（10月4日　長崎ブリック

ホール）
　織田良正「地域から発信する未来の医療・介護の形」
・鹿島商工会議所女性会　健康促進セミナー（10月24日、

鹿島商工会議所）
・福岡県私設病院協会 11月研修会（11月9日　電気ビル共

創館3FカンファレンスA）
　織田正道「ICTを活用し｢治し支える医療」への転換を

本格化｣
・新潟県病院協会 経営改善研究会（11月12日　ホテルイ

タリア軒3階「サンマルコ」）
　織田正道「地域医療構想の具体的対応方針」
・HOSPEX Japan 2019（11月20日　東京ビッグサイト）
　織田良正「地域医療の現場から発信するICTの活用法」
・第15回在宅医療推進フォーラム（11月23日　東京ビッグ

サイト会議棟7階国際会議場）
　織田正道「急性期医療における適切な認知症ケアの提供

DCU(Dementia Care Unit)の試み」
・第20回病院の経営を考える会（11月29日　品川インター

シティーホール）
　織田正道「～医療と社会をデザインする～ICTを活用し

【論　文】
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修了者の活動～臨床推論に基づく看護実践～」
　溝上修平「一般急性期病院における認知症合併患者への

対応～Dementia Care Unit（DCU）開設と認知症ケア
サポートシステムの開発～」

・第61回全日病学会in愛知（9月28・29日　名古屋国際会
議場）

　谷口繁樹　シンポジウム
 「地域急性期病院における看護師特定行為研修修了者の

活動～臨床推論に基づく看護実践～」
　久本由香「看護動線からみたIOTを活用した夜間業務の

変化」
　山口賢太「身体拘束ゼロへ向けた当院での取り組み～医

療安全管理者の視点から～」
　小柳有里「行動･心理症状（BPSD)を発症した患者の

Dementia Care Unit（DCU）入室前後の睡眠･覚醒リズ
ムの変化」

　平田美帆、中根知子、西嶋利光「当院での嚥下外来にお
ける摂食嚥下障害患者の分析」

　原和行「ＭＢＣ（メディカル・ベースキャンプ）とIoT
を活用した在宅支援の取り組み」

・第17回医療法人天心堂志田病院研究発表会（10月19日　
嬉野社会文化会館リバティ）

　田中真悟「退院直後の訪問リハビリテーションの実施」

・佐賀大学看護学科講義（1月11日）
　市丸徳美「老年看護―介護老人保健施設における看護師

の役割」
・在宅医療・介護市民公開講座（2月16日　武雄杵島地区

医師会）
　神代修「入院医療から在宅医療へ、安心して自宅で過ご

すための取り組み～住み慣れた地域でいつまでも」
・風のガーデンの会（2月17日　鹿島市「市民交流プラザ

かたらい」）
　石井大輔「こんなこともできる在宅サービス」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義（2月18・25

日、3月4日）
　神代修「保健・医療・福祉のしくみ」
・認知症サポーター養成講座（2月26日）　
　北川英俊、野中繁昇「認知症を理解し地域で支えよ

う！！」
・平成30年度　佐賀県認知症対応型サービス事業管理者研

修（2月27日）
　北川英俊「適切なサービス提供のあり方について」
・佐賀県介護福祉士会支部研修（3月8日　武雄市「橘公民

館」）
　石井大輔「原点回帰～介護とは～」
・第4回若手セラピストによる呼吸リハビリテーション研

修会（5月8日　佐賀県医療センター好生館）
　石神優太「呼吸器系の解剖・生理について」
・2019年度介護スキルアップ講座（5月17日アバンセ）
　石井大輔「介護記録の書き方」
・嬉野高校非常勤講師
 （5月27日、6月6日・10日・17日・24日、9月19・26日・

30日、10月3日　嬉野高校）
　石井大輔「生活援助技術」
・佐賀県看護協会「看護師のクリニカルラダー（看護協会

版）研修」（5月28日）
　原﨑真由美「クリニカルラダー導入と活用」
　石井大輔「生活援助技術」
・認知症サポーター養成講座（5月29日　織田病院）

例」佐賀救急医学会雑誌　第5巻１号
・織田良正「地域から発信する未来の医療・介護の形　～

祐愛会織田病院での取り組み～」
　佐賀救急医学会雑誌　第5巻１号
・Masaki Tago, Risa Hirata, Yoshimasa Oda, Naoko E 

Katsuki
 「Buttock claudication: what induces pain only in the left 

buttock on every movement?」
　BMJ Case Rep 2019;12:e231271
・佐藤建「高齢者の胆のう捻転症に対して腹腔鏡下胆嚢摘

出術を施行し得た二例」
　佐賀救急医学雑誌第5号（2019年6月）
・Egawa N, Nakamura J, Manabe T, Iwasaki H, Noshiro 

H. Incidence of postoperative complications in 
transabdominal preperitoneal repair for groin hernia is 
influenced by poor

　performance status rather than by old age. Ann 
Gastroenterol Surg 2019; 3(3): 318-324.

・Yukimoto M, Yamaguchi K, Nakazono T, Egashira R, 
Nakamura J, Matsumoto Y, Kimura H, Yamamoto 

　M, Irie H. A mass forming pseudoangiomatous stromal 
hyperplasia: Imaging findings with 

　histopathologic correlation. Breast J 2019; 25(3): 495-497.
・中村淳、中村宏彰、佐藤建、米満伸久、伊山明宏．浸潤

性乳管癌が併存した83歳良性葉状腫瘍の1例．日本臨床
外科学会雑誌 2019; 80(10): 1813-1818.

・監訳 内藤俊夫、翻訳 山下駿ら「身体所見のメカニズム 
–A to Zハンドブック」原書2版　丸善出版

・谷口賢一郎、織田良正、乗田浩明「右室中隔ペーシング
の短期的成績」

　日本不整脈心電学会誌『心電図』Vol.39　No.4

・第8回言語聴覚士協会九州地区学術集会in佐賀（1月19・
20日　佐賀県立アバンセ）

　松枝知香,平田美帆,中根知子,大塚拓実,柴宮夏子,西嶋利光
 「重度褥創患者へ多職種で介入することにより早期退院

が可能となった症例」
・第34回日本環境感染学会総会学術集会（2月22日神戸国

際会議場）
　江口芙美子「多職種で取り組んだ耐性菌対策」
・第37回佐賀県看護研究学会（3月10日　ゆめぷらっと小

城）
　 筒 井 久 美 子 、 増 田 恵 理 子 、 鶴 丸 直 子 「 P O N V

（postoperative nausea and vomiting）術後悪心・嘔吐
の現状調査」

・第2回杵藤広域部症例検討会（3月8日　白石共立病院）
　高木俊充「非ホジキンリンパ腫の症例に対するリハビリ

テーション」
・第1回杵藤広域部症例検討会（5月24日　白石共立病院）
　駒井亮司「両下肢熱傷に対するリハビリテーション～在

宅復帰に向け多職種連携を図った症例～」
・第21回日本医療マネジメント学会学術総会（7月19・20

日　名古屋国際会議場）
　溝上修平「認知症対応ユニット開設後3年間の取り組み　

Dementia Care Unit（DCU）」
・第42回佐賀救急医学会（9月21日　肥前精神医療セン

ター）
　谷口繁樹「地域急性期病院における看護師特定行為研修

【学会（研究会）発表】
（コ・メディカル）

【講演・講義】



（11） 2020年（令和2年）１月31日　金曜日　第77号

　久本由香「災害支援ナースの活動の実際」
・佐賀県看護協会インターネット配信研修演習担当（11月

5日・6日）
　市丸徳美「認知症高齢者の看護実践に必要な知識」
・嬉野医療センター附属看護学校講義（11月8日・15日）
　市丸徳美「高齢者福祉施設における看護師の役割」
・認知症サポーター養成講座（11月10日　森研修セン

ター）
　北川英俊、神代修「認知症を理解し地域で支えよう!!」
・佐賀大学医学部４年生「医療社会法制」講義（11月19日）
　江口利信「社会福祉～MSWの機能・役割、他職種連携～」
・認知症サポーター養成講座（11月20日　納富分公民館）
　神代修「認知症を理解し地域で支えよう!!」
・第21回ゆうあい公開セミナー（地域嚥下サポート勉強会）
 （11月21日　鹿島市生活生涯学習センターエイブル）
　中根知子「食事のポジショニングについて」
・介護講座「専門職向け講座」（11月21日　佐賀県在宅生

活サポートセンター）
　石井大輔「介護過程②介護計画書と評価について」
・佐賀県介護福祉士会西部支部研修会（11月25日）
　市丸徳美「認知症の理解－症状別の関わり方を学ぶ－」
・認知症サポーター養成講座生涯学習センター（11月26日　

鹿島市生活生涯学習センターエイブル）
　石井大輔、光武耕治「認知症を理解し地域で支えよ

う!!」
・佐賀県認知症対応型サービス管理者研修講義（12月4日）
　北川英俊「適切なサービス提供のあり方について」
・認知症サポーター養成講座（12月11日　南川公民館）
　神代修「認知症を理解し地域で支えよう!!」

・原和行「ＭＢＣ（メディカル・ベースキャンプ）経過報
告～IoTを活用した室温管理への取り組み～」

　編集・発行　公益社団法人 全日本病院協会
　全日本病院協会雑誌（第三十巻第一号　第60回全日本病

院学会in東京）
・原﨑真由美・織田正道「地方の中小病院に求められる看

護職の育成」
　医学書院　病院78巻10号
・看護部「患者を生活の場に帰す－自分らしく最後までを

支える」
　看護協会出版会　看護2020年1月号『グラフ』
・福田望「Dementia Care Unit（DCU）開設後のアウト

カム評価～８つの入院後評価項目による検証～」
　第60回全日本病院協会雑誌第30巻1号
・吉原沙紀「退院支援入力システムの効果的な運用による

業務改善」
　第60回全日本病院協会雑誌　第30巻1号

　石井大輔、光武耕治「認知症を理解し地域で支えよ
う！！」

・嬉野医療センター附属看護学校講義（6月5･12･26日、7
月24日、9月4･11･18日）

　小森ヒロ子「在宅看護方法論」
・2019年度介護労働講習（介護実務者研修）（7月4日・

19・24日、9月2日　サンシティービル）
　石井大輔「実践講習：生活支援①・②・④・⑤」
・デイサービス結の舟研修会（7月12日　結の舟）
　石井大輔「介護記録について」
・佐賀県介護福祉士会支部研修（7月18日　こすもす館）
　石井大輔「原点回帰～介護とは～」
・認知症サポーター養成講座（7月24日　真崎公民館）
　石井大輔、光武耕治「認知症を理解し地域で支えよ

う！！」
・佐賀県看護協会　施設代表者会議（7月27日）
　谷口繁樹「特定行為研修修了者としての外来での活動～

臨床推論に基づく看護実践～」
・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義（9月～10

月・7回）
　久本由香「老年看護学概論」
・2019年度介護労働講習（介護実務者研修）（9月6日　西

九州短期大学）
　石井大輔「生活支援技術Ⅱ」
・介護労働安定センター実務者研修（9月9日　西九州大学

短期大学部）
　光武耕治「生活支援技術Ⅱ（実技）」
・オストメイトの勉強会（9月14日）
　吉原美津子「日常生活とストーマケア」
　野田由香里「日常生活とストーマケア　災害時の対応に

ついて」
・労福協主催「第24回介護職員初任者研修」（9月15日　

佐賀県労働会館）
　石井大輔「生活と家事」
・第20回日本医療情報学会看護学術集会ランチョンセミ

ナー（9月28日）
　原﨑真由美「ICTシステムやセンサーデバイスの導入に

よる看護業務の変化」
・佐賀大学大学院医学系研究科看護学専攻講義（10月1日）
　市丸徳美「老年看護特論－パーソン・センタード・ケア」
・佐賀大学全学教育科目「インターフェース科目」講義

（10月2日）
　江口利信「医療現場における行動科学～MSWの視点か

ら～」
・佐賀県看護協会2019年度看護職再就業支援研修会（10月2日）
　山口賢太「医療安全～与薬業務・転倒予防策について～」
・第20回ゆうあい公開セミナー（地域褥瘡勉強会）（10月

3日　鹿島市生活生涯学習センターエイブル）
　本村拓郎「拘縮が強い方の褥瘡予防」
　渕明子「褥瘡と栄養」
・佐賀県看護職員認知症対応力向上研修（10月6日・16

日・30日）
　市丸徳美「事例検討、地域連携、自施設の現状と人材育

成計画策定」
・介護講座「専門職向け講座」（10月17日　佐賀県在宅生

活サポートセンター）
　石井大輔「介護過程①アセスメントについて」
・認知症サポーター養成講座（10月23日　七浦小学校）
　神代修、石井大輔、光武耕治「認知症を理解し地域で支

えよう!!」
・佐賀県看護協会「災害支援ナースの育成」（10月23日・

24日）

【論　文】

5月22日㈬

7月10日㈬

9月15日㈰

10月16日㈬

11月10日㈰

12月  8日㈰

西牟田公民館

井手公民館

山浦公民館

白石町総合センター

ゆめプラット小城

エイブル

あやめ会（独居老人10人程度の食事会）

井手老人会

山浦老人会

白石町老連女性部研修

介護の日  一般客

鹿島市盛年の集い（65歳 200名）

【ゆうあい一座公演実績】
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　令和元年11月28日に病院、30日にエイブルにて、
第24回ゆうあい研究発表会が開催されました。今回は
『業務の効率化～見直そう今の業務～』をテーマに、織
田病院12題、ゆうあいビレッジ5題、委員会取り組み報
告2題、計19題の発表が行われました。様々な視点から
改善に取り組まれており、利用者様、患者様へのサービ
ス向上、職員の満足度向上に繋がる取り組みばかりでと
ても勉強になりました。特別講演では西山副理事長より
『QC活動～振り返りと今後の展開』について講演をしていただきました。西山副理事長の講演
や今回のQC活動で残った課題、学んだことを活かし来年度も活動していきたいと思います。

　忘年会は12月21日に、今回初めてホテルニュー
オータニ佐賀にて開催されました。乾杯の前に織田理
事長にこれからの法人の方針について講演をしていた
だきました。人口減少とともに後期高齢者の割合が増
加していくこれからの時代に、高齢者が自立して生活
し、健康長寿社会を目指すために私たちがどのように
変わっていかなければいけないのかを改めて確認する
ことができました。また、平均年齢71歳（最高齢85
歳）で結成されたチアダンスグループ「ジャパンポン
ポン」の映像には衝撃を受けました（笑）。

　講演後は研究発表会の表彰が行なわれ、病院からはリハビリテーション科、ゆうあいからは1
階療養棟が優秀賞を受賞されました。また今年度の活動において、優れた個人や部署に送られる
特別賞と年間ＭＶＰ賞は、医事課の冨永さん、看護部が受賞されました。
　授賞式の後は、院長の乾杯の発声で宴会がスタートし、和洋折衷のコース料理で例年とは違っ
た雰囲気を味わうことができました。新人職員やEPAの
方々、ゆうあい一座の皆さんの楽しい余興や演奏、豪華
賞品が当たる抽選会で盛り上がり、今年を締めるにふさ
わしい会となりました。また、色々な部署の方々と交流
しお互いの結束も深まったと思います。
　来年度も法人方針に向けた各分野、各部署、個人の目
的を明確にし、祐愛会全体が『ONE TEAM』となり頑
張っていきましょう！！

ゆうあい研究発表会・忘年会
栄養食事サービス部　大島 悠加
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